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世界的に平均寿命が延伸する中，健康寿命の重要性が指摘されている。健康寿命とは，高齢者が継

続的な介護を必要としない期間のことである。平均寿命と健康寿命の差の増大は多大な経済的・社会

的負担を生み，世界的に重要な問題となっている。そのため，健康寿命の延伸は喫緊の課題となって

いる。健康寿命の延伸を妨げる要因のうち，誤嚥性肺炎は口腔衛生状態の悪化と深い関係がある。従

って，良好な口腔衛生状態を維持することは，誤嚥性肺炎の発症や悪化を予防し，健康寿命の延伸に

きわめて効果的であると考えられる。口腔衛生状態のコントロールを目的とした口腔ケアには様々な

方法があるが，その中心となるのは高齢者自身によるブラッシングであり，物理的にプラークを除去

する方法である。しかし，実際には，高齢者の口腔内が不衛生であることがしばしば観察される。そ

の主な要因としては，加齢に伴う身体機能の低下により，手の細かい動きができなくなることなどに

よるブラッシング不良が考えられる。このような状況から，高齢者の口腔ケアとしてブラッシング以

外のより実用的で簡便な方法の開発は重要である。含嗽は口腔ケアを達成するための一つの方法であ

り，様々な含嗽剤が市販されている。代表的な含嗽剤であるグルコン酸クロルヘキシジンの効果につ

いてはこれまで数多くの報告があるが，アナフィラキシーショックを誘発する危険性が指摘されてい

ることから，高齢者にとってより安全な含嗽剤の開発が望まれる。 

そこで，低濃度の生理食塩水を電気分解し，陽極側に生成される電解酸性機能水（FW）に着目した。

FW は，極めて高い殺菌効果があることが報告されており，歯科領域のみならず内視鏡の洗浄など医

科領域でも応用されている。また FWは食品添加物としても承認されていることから，安全・安心な

含嗽剤として応用できる可能性がある。しかし，誤嚥性肺炎に関係する口腔内細菌に対する FWの殺

菌作用など，含嗽剤としての有効性についての検討は少ない。そこで，FW が効率的な含嗽剤になり

うるとの仮説に基づき，本研究では， 誤嚥性肺炎の発症に関連する細菌に対する FWの殺菌効果とそ

の作用機序，および FWが宿主細胞に与える影響について検討した。 

その結果，以下の知見を得た。 

1． 市販の含嗽剤と比較して FWは誤嚥性肺炎の主要 5菌種すべてのコロニー形成数を減少させた。 

2． 黄色ブドウ球菌における superoxide dismutase（SOD）活性量は，50％FW処理でピークとなり，こ

の濃度は，黄色ブドウ球菌に対する有意な殺菌効果が認められた濃度と一致した。 

3． 市販の含嗽剤と比較して HSC-3または HeLaへの FW処理後の細胞生存率が有意に高かった。 

 

以上の結果から，FW は誤嚥性肺炎の主要 5 菌種に対し，従来の含嗽剤と同等以上の優れた殺菌効

果があることがわかった。また，FW 処理の殺菌作用の機序は，細菌内で活性酸素種を産生すること

によるものと考えられた。さらに，宿主細胞に対する為害性は低いと推測された。よって，FW は高

齢者の口腔ケアに使用する新たな含嗽剤となりうることが示唆された。本研究の成果は，高齢者にお

ける新たな口腔ケア方法の一端を明らかにしたものであり，歯科臨床の分野に寄与するものが大きい

と考えられた。 

 

 よって本論文は，博士（歯学）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
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